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被 災 地 の 復 興 を 支 援 し よ う
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１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
急
激

に
増
え
た「
振
り
込
め
詐
欺
」を
は

じ
め
と
す
る「
特
殊
詐
欺
」。

　
「
も
し
も
し
、オ
レ
オ
レ
」な
ど

と
息
子
や
孫
を
装
い
、泣
き
な
が

ら
電
話
を
か
け
て
き
て
、「
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。示
談
金
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
仕
事

で
失
敗
を
し
て
、お
金
を
振
り
込

ま
な
い
と
ク
ビ
に
な
る
」な
ど
と

語
る
こ
と
か
ら「
オ
レ
オ
レ
」詐
欺

と
呼
ば
れ
た
。

　

こ
の
手
法
か
ら
派
生
し
て
、
千

差
万
別
の
手
口
が
用
い
ら
れ
た
こ

と
か
ら「
振
り
込
め
詐
欺
」と
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、携
帯
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｔ

技
術
が
急
激
に
発
展
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
上
で
異
性
が
知

り
合
う「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」が

流
行
し
始
め
た
。流
行
が
落
ち
着

き
始
め
た
頃
、架
空
請
求
な
ど
の

詐
欺
行
為
が
増
大
。多
く
の
人
の

携
帯
電
話
に
、毎
日
大
量
の
迷
惑

メ
ー
ル
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

県
内
で
も
、詐
欺
行
為
に
よ
る

被
害
額
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

２
０
１
１
年
は
東
日
本
大
震
災
の

影
響
な
ど
で
一
時
的
に
減
っ
た
も

の
の
、14
、15
年
は
10
億
円
を
超

え
、過
去
最
大
の
被
害
額
と
な
っ

て
い
る
。
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　近年、特殊詐欺の被害は全国的に増え
ています。市内では、年に１、２件程度で、
本年は１件、特殊詐欺と認知しています
が、未遂に終わっています。しかし、届
けがないからといって安心できません。
誰にも相談できず、届け出をしていない
被害者は、潜在的にかなりいると推測さ
れ、実際には相当な件数、金額だと考え
られます。
　振り込め詐欺の予兆電話は、毎月数件
確認されています。詐欺だけに限らず、犯
罪の予兆がある場合は、みやぎセキュリ
ティメールで随時情報を発信していま
す。また、市内金融機関と連携し、大口の
振り込みがある場合、面談調査を実施し、
詐欺被害の防止に努めています。
　詐欺犯にお金を取られないためには、
どのような詐欺があるかを知る必要があ
ります。自分だけではなく、家族や身の回
りの人たちと共有しておくべきです。一
度話を聞いておけば、詐欺犯から連絡が
来た際、違和感を覚えるはずです。現金
を要求する連絡が来たら、まず家族など
に相談し、詐欺だと気付いたら警察まで
ご連絡ください。

　

特
殊
詐
欺
に
対
し
て
、警
察
、

自
治
体
や
金
融
機
関
は
連
携
し

て
、詐
欺
被
害
防
止
の
普
及
啓
発

や
現
金
自
動
預
け
払
い
機（
Ａ
Ｔ

Ｍ
）の
振
り
込
み
に
限
度
額
を
設

け
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

講
じ
て
き
た
。し
か
し
、詐
欺
犯

は
、Ａ
Ｔ
Ｍ
が
駄
目
な
ら
大
金
は

直
接
手
渡
し
、少
額
の
も
の
は
、コ

ン
ビ
ニ
で
購
入
で
き
る
電
子
マ

ネ
ー
を
利
用
す
る
な
ど
、常
に
新

た
な
手
口
を
考
え
て
く
る
。

　

巧
妙
化
す
る
手
口
に「
ま
ず
は
、

ど
の
よ
う
な
詐
欺
が
あ
る
か
を
知

る
こ
と
。そ
し
て
、電
話
な
ど
で
現

金
を
要
求
し
て
く
る
も
の
は
、詐

欺
の
可
能
性
が
高
い
の
で
十
分
注

意
し
て
ほ
し
い
」と
佐
沼
警
察
署

佐
藤
義
宏
生
活
安
全
課
長
は
注
意

を
促
す
。

　

県
内
詐
欺
被
害
者
の
年
代
別
構

成
は
、約
７
割
が
60
歳
以
上
で
、性

別
は
女
性
が
64
％
と
大
半
を
占
め

る
。佐
藤
課
長
は「
高
齢
の
女
性
が

だ
ま
さ
れ
や
す
い
と
い
う
よ
り
、

そ
こ
を
標
的
に
す
る
詐
欺
犯
の
手

口
が
悪
質
。家
族
の
不
幸
を
、穏
便

に
解
決
し
よ
う
と
す
る
女
性
心
理

に
付
け
込
ん
で
く
る
。ま
ず
は
内

緒
に
せ
ず
、
家
族
や
信
頼
で
き
る

人
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」と
一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
を
勧
め

る
。

　

振
り
込
め
詐
欺
被
害
者
は
女
性

が
多
い
の
に
対
し
て
、出
会
い
系

サ
イ
ト
被
害
者
は
男
性
が
多
い
。

な
か
な
か
良
縁
に
恵
ま
れ
ず
、結

婚
へ
の
意
識
が
強
い
男
性
に
被
害

者
が
多
い
傾
向
だ
。ま
た
、間
違
っ

て
ボ
タ
ン
を
押
し
て
し
ま
い
、そ

の
ま
ま
詐
欺
被
害
に
あ
っ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
は
、
異
性
と

の
メ
ー
ル
や
電
話
で
の
や
り
取
り

に
ポ
イ
ン
ト
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
ポ
イ
ン
ト
は
○
ポ
イ
ン
ト
○
円

な
ど
と
設
定
さ
れ
、
こ
の
単
価
が

１
回
何
万
円
な
ど
と
、
非
常
に
高

額
な
請
求
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
他
人
に
サ
イ
ト
利
用
を
知
ら

れ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

そ
の
ま
ま
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
と
い
う
。

06年からの県内の特殊詐欺被害認知状況

送金額 年代別

男女別

単位：棒、億円　折れ線、人

20代
10％ 30代

６％
40代
７％
50代
10％

60代
13％

70代
29％

80代
24％

90代
１％

ATM
振り込み
29％

手渡し
47％

ゆうパック
１％

宅配便
16％

ネット
バンク
１％

その他
９％

ネット
バンク
２％

電子
マネー
５％

男
36％

女
64％
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　「登米警察署の者です。息
子さんが交通事故を起こし、
被害者に示談金30万円を支
払うのですぐ準備してくだ
さい」。10 年ほど前、初め
てオレオレ詐欺の電話がか
かってきました。テレビな
どで予備知識はあったつも
りでしたが、息子が事故を
起こしたと言われ、気が動

転しました。
　相手の話を聞いているう
ちに、事故を起こしてすぐ、
示談金を払うことはありえ
ないと思いました。その後
は冷静に対応できたので、
被害に遭わず済みました。
　パニックになったところ
をつけ込まれていたら、どう
なっていたか分かりません。

オレオレ詐欺
【特徴】息子などを装って
電話をしてくる。本人の
番号でない場合は「携帯
電話の番号を変えた」「職
場の携帯電話だ」などと
言ってくる
【例】「会社の金を使い込
んだ」など、大金が必要な
トラブル発生を理由に、
現金を受け取る

金融商品等取り引き
【特徴】架空か、ほとんど
価値のない外国通貨や有
価証券などのパンフレッ
トを送り、購入すれば利
益が得られると思わせる
【例】この商品は将来、必
ず価値が上がる、限られ
た人しか買えないと持ち
かけられる

架空請求詐欺
【特徴】インターネットの
有料サイトの利用料、延
滞料などと、架空の事実
を口実に請求してくる
【例】サイト利用が 20万
円となった。早く振り込
んでほしい。架空の話で、
裁判所に訴えると脅す。
中には、本当に裁判所に
訴えるものもある

ギャンブル必勝情報
【特徴】パチンコ、パチス
ロや競馬などの必勝法を
教えると持ちかける。雑
誌、インターネットやメー
ルなどで誘ってくる
【例】必勝法を教えるので
登録料が必要、配当金の
○％を保証金として事前
に支払ってほしい。期日を
限定し、気持ちをあおる

融資保証金詐欺
【特徴】ダイレクトメール、
ファクシミリや電話など
で融資を誘い、申し込ん
できたら保証金の名目で
口座に振り込ませる
【例】借金の一本化、会社
の運転資金を融資する前
に、保証金が必要と口座
に入金を持ちかけられる

異性交際あっせん
【特徴】「異性を紹介する」
「高額アルバイトを紹介」
「必ず交際できる」などと、
インターネットやメール
で持ちかける
【例】会員登録料が必要。
相手を保留するための保
証金が必要などと持ちか
けられる

還付金等詐欺
【特徴】市役所や社会保険
事務所職員を装い「医療費
の還付金がある」「還付金
受け取り手続きが済んで
いない」などと言ってくる
【例】金融機関のＡＴＭで
受け取れると誘導し、携
帯電話で嘘の操作方法を
説明、逆に現金を振り込
ませる

◎特殊詐欺の主な手口

振り込め詐欺劇場型
【特徴】複数の人間が役割
分担して、物語を展開し
お金を騙し取る
【例】警察官役、弁護士役、
被害者役など。水道職員
や社会保険事務所職員な
ど、公務員と偽るものも
増えており、さまざまな
物語を準備している

迷惑メール
（出会い系サイトへの誘導）

架空請求メール
（延滞料の請求）

携帯電話に迷惑メールが届
かないようにしても、業者
は特殊な設定をし送り付け
てくる。このようなメール
は悪質業者からのものなの
でご注意を
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息
子
や
孫
な
ど
の
親
族
、
警
察

や
市
役
所
職
員
な
ど
を
装
う
オ
レ

オ
レ
詐
欺
。
被
害
に
遭
わ
ず
済
ん

だ
及
川
ヒ
サ
さ
ん
は
「
話
に
矛
盾

が
あ
っ
た
か
ら
気
付
き
ま
し
た
。

警
察
が
示
談
金
の
支
払
い
を
促
す

な
ん
て
あ
り
え
な
い
で
す
か
ら
。

こ
の
電
話
を
切
っ
た
後
、
す
ぐ
に

息
子
へ
連
絡
し
ま
し
た
。
詐
欺
だ

と
分
か
っ
て
い
て
も
不
安
だ
っ
た

の
で
」
と
振
り
返
る
。

　

及
川
さ
ん
が
詐
欺
に
遭
わ
ず
に

済
ん
だ
理
由
と
し
て
①
話
の
矛
盾

に
気
付
い
た
②
家
族
と
連
絡
を

取
っ
た
―
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

事
前
知
識
の
習
得
と
、
家
族
へ
の

確
認
を
徹
底
し
た
こ
と
で
、
被
害

に
遭
う
確
率
を
ゼ
ロ
に
し
た
。

　

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
詐
欺
対

策
と
し
て
、自
宅
の
電
話
機
に「
自

動
録
音
機
」
を
設
置
す
る
方
法
が

あ
る
。こ
れ
は
電
話
着
信
時
に「
こ

の
通
話
は
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
、
会
話
内

容
が
自
動
的
に
録
音
さ
れ
ま
す
」

と
電
話
発
信
者
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
す

る
も
の
だ
。
発
信
者
が
詐
欺
犯
で

あ
る
場
合
、
抑
止
効
果
が
生
ま
れ

る
。
自
動
録
音
機
は
家
電
量
販
店

な
ど
で
、
比
較
的
安
価
で
提
供
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
宅
の
電
話
を
「
留
守

番
電
話
」
に
設
定
す
る
の
も
一
つ

の
手
だ
。
留
守
番
電
話
に
つ
な
が

る
こ
と
で
、
詐
欺
犯
と
直
接
会
話

を
す
る
機
会
を
一
度
遮
断
で
き

る
。
も
し
用
件
が
録
音
さ
れ
て
い

た
な
ら
、
内
容
を
確
認
し
た
上
で

対
応
を
判
断
す
れ
ば
い
い
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
、
迷
惑
メ
ー

ル
や
架
空
請
求
は
、
メ
ー
ル
で
の

や
り
取
り
が
主
に
な
る
。そ
の
際
、

相
手
は
会
社
名
、
連
絡
先
や
担
当

者
名
を
掲
載
し
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
三
つ
を

確
認
す
る
。
確
認
し
て
も
回
答
が

な
け
れ
ば
、
詐
欺
と
判
断
し
て
差

し
支
え
な
い
。

　

言
葉
巧
み
な
文
章
に
太
刀
打
ち

で
き
な
い
場
合
は
、
警
察
か
市
役

所
の
相
談
窓
口
に
相
談
を
す
る
こ

と
。
こ
れ
が
、
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
最
も
有
効
な
解
決
策
だ
。

　

特
殊
詐
欺
や
悪
質
業
者
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
①
う
ま
い

話
は
ま
ず
疑
う（
う
っ
か
り
話
し

に
乗
っ
て
失
敗
し
な
い
よ
う
、時

間
を
置
い
て
冷
静
に
考
え
る
）②

は
っ
き
り
と
断
る（
相
づ
ち
や
同

意
を
す
る
と
相
手
の
ペ
ー
ス
に
な

る
。必
要
が
な
け
れ
ば
は
っ
き
り

断
る
）③
財
産
や
個
人
情
報
を
教

え
な
い（
金
銭
の
保
有
状
況
を
確

認
す
る
業
者
は
要
注
意
。誕
生
日

や
家
族
構
成
を
教
え
る
こ
と
で
、

被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
）

④
迷
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
に
相

談
を（
家
族
や
信
用
で
き
る
知
人

に
相
談
す
る
こ
と
で
、被
害
に
遭

わ
ず
に
済
む
。ト
ラ
ブ
ル
に
な
り

そ
う
な
時
は
、警
察
か
市
役
所
に

連
絡
を
）
―
。

　

大
切
な
お
金
を
、
見
ず
知
ら
ず

の
人
間
に
持
っ
て
い
か
れ
た
く
は

な
い
。
今
す
ぐ
準
備
し
よ
う
。
詐

欺
犯
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。

　当課は消費生活相談の窓口で、消費者
へのアドバイス、事業者とのあっせん交
渉、違法行為の情報収集、消費者や事業
者に意識啓発などを担当しています。
　消費生活問題については、各種研修な
どを受講している専門の相談員を３人配
置し、相談に応じています。
　近年の相談で１番多いのは多重債務。
その次に多いのが、デジタルコンテンツ
詐欺です。デジタルコンテンツ詐欺は、
アダルトサイトのワンクリック請求、架
空請求や出会い系サイトの法外な請求な
どが挙げられます。
　具体的には「携帯電話に覚えのないサ
イトの請求メールが届いた」「アダルトサ
イトに接続し、年齢認証画面を確認した
ら高額な登録料を請求された」などです。
出会い系やアダルトサイトの利用という
ことで、他人には話せず、身に覚えのな
い出費をしている人がいます。使ってい
ない使用料や登録料を支払うことは、詐
欺犯の犯罪を増長させることにつながり
ます。泣き寝入りする必要はありません。
相談に訪れた人は「無駄なお金を払わず
助かった」と帰って行きます。まずは、
気軽にご相談ください。
　特殊詐欺は、高齢者を狙うことが多く
なっています。本市も高齢者世帯や独居
高齢者が増えており、本人だけで詐欺犯
に対応することは非常に難しいと思いま
す。高齢者を詐欺や悪質業者から守るた
めには、地域の皆さんの協力が必要にな
ります。昔ながらの人付き合いが残って
いる本市であれば、可能なこと。顔の見
えない相手には、顔の見える関係で、被
害を撲滅しましょう。

窓口 電話番号
佐沼警察署 0220（22）2121
登米警察署 0220（52）2121
登米市消費生活相談窓口 0220（34）2308

（防犯情報をメールでお届けします）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

（防犯情報をメールでお届けします）
t-miyagi@sg-m.jp（空メール用アドレス）

市メール配信サービス
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（※1）

（※ 2）

（※１）市民税 31億 5,696 万円（6.5％）、固定資産税 33億 3,691 万円（6.8％）、軽自動車税 2億 3,621 万　
　　　円（0.5％）、市たばこ税6億 7,053 万円（1.4％）、鉱産税9万円（0.0％）、水利地益税66万円（0.0％）
（※２）普通交付税177億 8,039 万円（36.6％）、特別交付税12億 8,817 万円（2.6％）、震災復興特別交付税　
　　 　3億 4,796 万円（0.7％）
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☎

（※3）商工費9億 2,528 万円（2.0％）
          労働費 3億 7,512 万円（0.8％）
　　　 議会費 3億   828 万円（0.7％）
　　　 災害復旧費690万円（0.0％）

（※3）
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　「第11回登米市スポーツまつり」は10月10日、諏訪公
園を主会場に開かれ、大勢の市民がスポーツの秋を楽
しみました。
　スポーツまつりは、ウオーキング、ノルディックウオ
ーキングなどが催され、約500人が参加。同日はメイヤ
ーズウオーキングも併催。リオパラリンピックのアー
チェリー競技に出場した小野寺公

きみ

正
ま さ

さん＝東和町米川
10区＝が１日市長として、ウオーキングに参加し参加
者と交流を深めました。菊地可

か

奈
な

子
こ

さん（12）＝登米町
前小路＝は「サッカーをしていますが、５㌔歩くのは思
ったより大変」と話していました。

ノルディックウオーキングは、通常のものより全身の筋肉をた
くさん刺激するので、体力づくりや減量などに効果的です。

　米川小みどりの少年団（５、６年25人）は10月９日、市内
の事業所を訪れ、自分たちで育てたマイタケを販売し
ました。
　マイタケの生産、販売は、総合的な学習の時間の一環
として、米川生産森林組合の協力を得て取り組んでお
り、地域の産業である林業に触れることで、愛郷心や社
会の一員としての自覚を促すことを目的にしていま
す。市役所迫庁舎に訪れた児童らは「採れたてで、おい
しい米川のマイタケ。皆さんお一ついかがですか」と元
気に宣伝。準備した300 パックは瞬く間に売り切れま
した。

児童たちは「皆さんのご協力のお陰で売り切れました。大事に頑
張って育てたので、おいしく食べてください」と満足気でした。

　小池百
ゆ

合
り

子
こ

東京都知事は10月15日、本市に訪れ、2020
年東京オリンピック・パラリンピックのボートとカヌ
ー・スプリント競技会場の代替候補地となっているア
イエス総合ボートランド（長沼ボート場）と南方町の仮
設住宅を視察しました。
　視察には、村井嘉

よし

浩
ひ ろ

県知事と布施孝尚市長が同行。
長沼ボート場では、村井県知事や日本ボート協会幹部
らとモーターボートに乗り、競技環境を確認しました。
　視察後、小池都知事は「仮設住宅が五輪用によみがえ
るのは大きなメッセージになります。視察を基に都の
選択を定めていきます」と述べました。

アイエス総合ボートランドには約３千人の市民が集まり、小池
都知事の来市を歓迎。長沼への競技会場誘致をＰＲしました。



今月のホットライン
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　「第 12 回登米市産業フェスティバル」は10月23日、迫
体育館および迫中江中央公園で開かれ、市内企業が最
新の製品や技術を展示、紹介しました。
　体育館内の企業ブースには、各社で製造している製
品や体験コーナーが、屋外には飲食コーナーが設けら
れ、市内の特産品や名物などを販売。同日は天気にも恵
まれ、約１万３千人の来場者でにぎわいました。加藤春

はる

香
か

さん（10）＝米山町大又＝は「サンドブラストガラス
彫刻でマイグラスを作りました。砂をかけるのが難し
かったけど、きれいに出来て楽しかったです」と作品の
出来に満足していました。

市内企業60社が出展し、製品だけではなく「ワザ」も紹介。来
場者は、何秒でねじ回しができるかなどを体験しました。

店主と客の距離の近さが、フリーマーケットの魅力の一つ。気
軽に会話を楽しんだり、値段交渉をしたりしていました。

　はさま童謡を歌う会（吉田博
ひろ

子
こ

代表）の「ふれあいコ
ンサート」は10月18日、市役所迫庁舎で開かれ、来場者
は懐かしい曲と美しいハーモニーを楽しみました。
　コンサートは５回目の開催で、「おもちゃのマーチ」
「赤い鳥小鳥」「赤い靴」など、誰もが聞き覚えのある５
曲を披露しました。来場者は、曲に合わせて手拍子を
したり、一緒に口ずさんだりするなど、歌い手と一体
となりコンサートを楽しんでいました。佐藤孝

たか

子
こ

さん
（67）＝迫町大網東＝は「１回目から来ています。童謡が
聞けるコンサートは、ほかにはなく貴重な機会。心が温
まりました」と感動していました。

コンサートは、市役所の昼休み時間に開かれ、窓口などに訪れ
た人も足を止めて聴き入っていました。

　東北最大規模の販売ブースを誇る「佐沼秋のフリー
マーケット」（佐沼中央商工会主催）は10月16日、中江中
央公園などを会場に開かれ、市内外から約６万５千人
の来場者でにぎわいました。
　フリーマーケットは、市内外から約 430 の個人や商
店が、雑貨、骨董品や飲食物のブースを出店。野外ステ
ージでは、気仙沼市出身の熊谷育美さんのライブや佐
沼小、中学校が合同で吹奏楽を演奏するなど、来場者を
楽しませていました。出店した岩渕靖

やす

司
し

さん（42）＝米
山町貝待井＝は「インターネットの販売と違い、会話が
楽しいです」とフリーマーケットを楽しんでいました。
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　市内外各地から“ホッと”するはっと料理が登米市に
勢ぞろいします。地場産品販売コーナーのほか、近隣地
域の郷土料理が味わえるコーナーも設けます。ステージ
では、はっと踊りやよさこいなどの演出があり、会場を
盛り上げます。また、姉妹都市である富山県入善町から
入善町 PRマスコットキャラクター「ジャンボ～ル３世」
も友情出演します。

12 月４日（日） 午前 10 時～午後２時
迫中江中央公園（登米市役所迫庁舎前）

第 13 回日本一はっとフェスティバル実行委員会事務
局（産業経済部商業観光課）　☎ 0220(34)2734

　

市
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市

民
活
動
団
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が

一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
活
動
内
容
や
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
創
意
工
夫
あ
ふ
れ

る
市
民
活
動
企
画
や
情
報
を
、
紹
介
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

12
月
18
日(

日
）
午
前
10
時

〜
午
後
２
時イ

オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
・
セ
ン

ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

◉
午
前
の
部　

パ
ネ
ル
ト
ー

ク
◉
午
後
の
部　

登
米
市
内
の
各
市
民

活
動
団
体
に
よ
る
活
動
発
表

キ
ッ
ズ
プ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー
、

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー

ナ
ー
、
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

登
米
市
内
を
中
心
と
し
て
活
動
す
る
市

民
活
動
団
体
が
運
営
す
る
「
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
」
や
「
物
販
コ
ー
ナ
ー
」
も

あ
り
ま
す

無
料

と
め
市
民
活
動
プ
ラ

ザ（運
営
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
め

市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
）　

糸npo@
tom
e-shim

inplaza.jp  

☎

０
２
２
０
（
４
４
）
４
１
６
７

里
親
と
は
、
何
ら
か
の
事
情
で
親
と

一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
を
、
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温

か
い
雰
囲
気
の
中
、
愛
情
と
真
心
を

持
っ
て
育
て
て
く
れ
る
人
を
い
い
ま

す
。

　

子
ど
も
を
預
か
る
期
間
は
、
数
日
か

ら
数
年
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
児
童
養

護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も

を
、
夏
休
み
や
冬
休
み
の
数
日
間
だ
け

預
か
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課（
児
童
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

県
東
部
児
童
相
談
所

☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１
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平
成
29
年
１
月
15
日（
日
）

午
後
２
時（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

「
母
と
し
て
、
女
将
と
し

て
、
一
人
の
女
性
と
し
て
」

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

無
料（
全
席
自
由
）

※
整
理
券
が
必
要
で
す

各
総
合
支

所
窓
口
、
企
画
部
市
民
協
働
課
、

市
民
生
活
部
市
民
生
活
課
、
登
米

祝
祭
劇
場
、
登
米
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会

お
お
む
ね
１
〜

６
歳
の
未
就
学
児
が
対
象
で
す
。

定
員
は
５
人
程
度
。
ご
希
望
の
人

は
、
平
成
29
年
１
月
6
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

企
画
部
市
民
協

働
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　市は、より多くの皆さんの意見を市政に反映させ、
市民ニーズに即した市政運営をするため、無作為抽出
方式により審議会などの委員を募集します。
　募集方法は、無作為に抽出した市内在住の 20 歳以
上の人に、審議会等公募委員候補者名簿登録の案内を

送付します。
　承諾いただいた人の中から、審議会などで委員改選
や欠員が生じ、公募しても応募がない時に就任を依頼
します。皆さんと協働のまちづくりを推進するため、
案内が届いた際には、ぜひご協力ください。

企画部企画政策課
（行政改革推進係）
☎0220（22）2147

※「審議会等公募委員候補者名簿」に登録した個人情報は、市の個人情報保護条例に基づいて管理し、他の目的には使用しません。

承諾する

承諾しない

名簿に登録（２年間）
承諾しない

承諾する
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申込書、職務経歴書および試験実施要綱は、平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで総務部人事課で
受付期間初日から配布し、市のホームページからもダウンロード可能です。郵便で請求する場合は、封筒
の表に「登米市任期付職員採用試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記した 120 円切手が貼ってある返
信用封筒（A４版が入る大きさ）を必ず同封してください。

平成28年11月17日（木）～12月１日（木）
※申し込み受け付けは、平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分までとし、郵送の場合は 12 月１日（木）
まで必着のものに限ります。

総務部人事課（人事給与係）
〒987-0511
登米市迫町佐沼字
中江二丁目６番地１
☎0220（22）2145

　

市
は
、
産
業
振
興
を
目
的
に
農

林
業
と
商
工
業
の
分
野
を
横
断
的

に
支
援
す
る
「
登
米
市
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
支
援
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
の
農
林
業
者
や
中
小
企

業
者
を
対
象
に
、
次
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
経
費
を
支
援
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
市
内
農
林
産
物
を
使
用
し
た
加

工
品
の
開
発
（
農
林
産
加
工
品
開

発
支
援
事
業
）

②
商
品
の
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
販
路
の
開
拓
（
新
規
マ
ー

ケ
ッ
ト
開
拓
支
援
事
業
）

③
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
や
機
械

整
備（
地
域
資
源
有
効
活
用
施
設
・

機
械
整
備
支
援
事
業
） 

④
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
Ｈ
Ｐ
の
作
成
（
デ
ザ
イ

ン
・
商
品
力
向
上
支
援
事
業
） 

⑤
能
力
開
発
や
技
術
の
習
得
、
研

修
な
ど
へ
の
参
加
（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
人
材
育
成
支
援
事
業
） 

⑥
法
人
の
設
立
（
ま
と
ま
り
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
） 

⑦
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
販
売
や
輸
出
の
取

り
組
み
（
地
産
都
商
・
輸
出
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
支
援
事
業
）

⑧
店
舗
を
改
修
し
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
（
店
舗
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
支
援
事
業
） 

※
農
林
業
者
は
１
〜
７
、
中
小
企

業
者
は
２
、４
、５
、８
が
対
象

市
内
に
店
舗
、

事
業
所
を
置
き
、
事
業
を
行
う
法

人
、
団
体
お
よ
び
個
人
を
対
象
。

た
だ
し
、
③
地
域
資
源
有
効
活
用

施
設
・
機
械
整
備
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
補
助
金
額
が
１
０
０
万
円

を
超
え
る
場
合
は
、
３
人
以
上
で

組
織
す
る
団
体
お
よ
び
法
人
を
対

象

補
助
対
象
経
費
の
１

／
２
以
内

必
ず
事
業
に
着
手

す
る
前
に
市
へ
相
談
し
た
上
で
、

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

既
に
実
施
済（
着
手
済
を
含
む
）

の
事
業
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い 

産
業
経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

☎
０
２
２
０
（
３
４
）
２
５
４
９

産
業
経
済
部
商
業
観
光
課　

（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０
（
３
４
）
２
７
３
４
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莉

◉
　

市
が
発
注
す
る
工
事
や
業
務
な

ど
の
競
争
入
札
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
、
資
格
審
査
を
受
け
、
競

争
入
札
資
格
者
名
簿
へ
の
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
要
領
な
ど
を

確
認
の
上
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

「
建
設
工
事
」「
建

設
関
連
業
務
」「
物
品
の
製
造
・

販
売
な
ど
」「
役
務
の
提
供
な
ど
」

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
申
請
要
領
を
ご
確
認
く

だ
さ
い

入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
一
式
※
詳
細
に
つ
い
て

は
、
業
種
ご
と
の
提
出
書
類
一
覧

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◉
　

市
内
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大

を
目
的
に
、
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
を
し
な
い
人
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。
小
規
模
な
建
設

工
事
や
修
繕
の
受
注
希
望
者
は
要

領
な
ど
を
確
認
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

】
小
規
模
な
建

設
工
事
や
修
繕
の
う
ち
、
内
容
が

簡
易
で
履
行
の
確
保
が
容
易
な
も

の
、
か
つ
１
件
の
工
事･

修
繕
金

額
が
50
万
円
以
下
の
も
の

▼
市
内
業
者（
市
内

に
事
業
所
ま
た
は
住
所
が
あ
る

者
）▼
競
争
入
札
参
加
資
格
登
録

を
し
な
い
者
▼
希
望
業
種
を
履
行

す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
・
免
許

を
有
し
て
い
る
者
▼
市
税
を
完
納

し
て
い
る
者

小
規
模
工
事
等
契

約
希
望
者
登
録
申
請
書（
様
式
第

１
号
）お
よ
び
関
係
書
類

◉

12
月
１
日（
木
）〜

平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）
午
前

９
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜

４
時
（
閉
庁
日
を
除
く
）

総
務
部
総
務
課

契
約
係（
市
役
所
迫
庁
舎
２
階
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
登
米
市
迫

町
佐
沼
字
中
江
２
丁
目
６
番
地
１

申
請
要
領
と

様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
総

務
課
契
約
係
で
貸
し
出
し
用
も
準

備
し
て
い
ま
す持

参
・
郵
送

総
務
部
総
務
課

（
契
約
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１
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迫
　登米市シルバー人材センター（髙橋兵

ひょう

衞
え

理事長）のボラ
ンティア作業は10月 15日、長沼フートピア公園内で行
われ、同センター会員 150人が参加し、奉仕作業で汗を
流しました。
　ボランティア作業は、全国シルバー人材センター事業協
会が定めた「シルバーの日」に実施。会員は熟練の手さば
きで、公園内のゴミ清掃、機械除草、植木の刈り込みなど
で、地域に恩返しをしました。

登米
　登

と よ ま

米小の５年生31人（萩田隆
りゅう

児
じ

校長。児童211人）は10
月 18日、登米公民館脇の学習田で稲刈り体験をしました。
　稲刈りは、地元農家の指導を受けながら、６㌃を一株ず
つ鎌で刈りました。児童たちは、なかなか稲を束ねられな
いなど、慣れない作業に悪戦苦闘。刈り取った稲は、ほん
にょに掛けて乾燥しました。
　収穫した米は、児童たちで食べたり、お世話になった人
たちに配ったりする予定です。

東和
　「東和の秋まつり」は 10月 29日、東和総合支所特設会
場で開かれ、2千人以上の来場者が訪れ、にぎわいました。
　祭りは、町内小中学校吹奏楽部の合奏、東和文化協会の
発表、六華亭遊

ゆう

花
か

さんの落語や米山愛
あい

子
こ

さんの歌謡ショー
などが催されました。
　また、東和中が起業学習の一環で出店し、生徒が作った
お菓子や観葉植物などを販売しました。大勢の人たちが訪
れ、あっという間に完売しました。

中田
　「平成 28年度都市農村交流ツアー」（中田町都市農村交
流促進協議会主催）は 10 月 21 ～ 23 日の３日間、登米
市内を中心に開かれ、東京中田会会員、葛飾区中之橋町会
員ら20人が参加しました。
　交流ツアーは、リンゴ狩りやそば打ちを体験したり、登
米の森舞台や登米アートトリエンナーレなどを見学したり
しました。そば打ち体験では、自分たちで作った打ち立て
のそばを食べ、「この味は格別」と笑顔で話していました。

TOWNS TOPICS
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豊里
　「第18回ガンバル杯北上水系豊里町ゲートボール大会」
（豊里町ゲートボール協会主催）は 10月 13日、豊里運動
公園で開かれ、参加者はさわやかな汗を流しました。
　大会は、市内外から 34チーム、170 人が参加し、７
つのリーグに分かれ勝敗を競いました。
　熱戦の結果、得失点差で志波姫クラブが総合優勝しまし
た。選手たちは互いの健闘をたたえ、来年の大会での再会
を誓い合いました。

石越
　「全国地域安全運動石越地区大会」（石越地区防犯協会主
催）は10月 16日、石越総合支所で開かれ、防犯協会会員、
防犯指導隊員、婦人会会員や石越地区住民ら約30人が参
加し、防犯意識を高めました。
　同大会は、防犯診断訓練や防犯に関する講話を実施。防
犯診断訓練は、佐沼警察署長根駐在所長が講師となり、家
庭で屋外に置いている物が犯罪に利用されることなどを説
明。参加者は、一層の防犯意識と知識の向上を図りました。

津山
　「もくもくランド秋まつり」（もくもくランド秋まつり実
行委員会主催）は 10 月 23 日、道の駅「津山」もくもくラ
ンドで開かれ、市内外から 3千人以上が訪れ、にぎわい
ました。
　祭りでは、特産品の販売、歌謡ショーやよさこい踊りな
どさまざまなイベントが催されました。また、来場者が参
加する缶つり大会やもちまき大会、豪華景品当たるお楽し
み抽選会も行われ、会場内は大いに盛り上がりました。

米山
　「千貫開墾 80周年記念式典」は 11月６日、千貫集会所
で開かれ、地域住民など約 100人が開墾から 80年の節
目を祝いました。
　千貫地区は 1935 年、和歌山県出身の衆議院議員、松
山常

つね

次
じ

郎
ろう

氏が中心となり富山県入善町などから入植者を受
け入れ、開墾が始まりました。式典は80周年を迎えたこ
とと記念誌「千貫のあゆみ」現代版の完成に合わせ開かれ、
出席者は先人の苦労に思いをはせました。

南方
　「ふれあいスポーツまつり」（東郷地区コミュニティ推進
協議会主催）は 10月 23日、東郷運動広場で開かれ、約
300人が参加し、秋晴れの下、さわやかな汗を流しました。
　スポーツまつりは、８行政区が買い物リレーや乳幼児駆
けっこなど６種目で競い、参加者は交流を深めながら、楽
しいひとときを過ごしました。
　また、地場産品などを景品にした抽選会も行われ、大い
に盛り上がりました。
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Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

12 月 17日（土）

午前10 時30 分～11 時

迫図書館（２階研修室）
無料　
図書館ボラン

ティアだっこ・ラッコによるクリスマスおはな
し会を開催します。クリスマスにちなんだ絵本
の読み聞かせやパネルシアターなど、ワクワク
するような内容が盛りだくさん。みなさんのご
来館を心よりお待ちしています !

☎
☎
☎

　平成28年12月28日（水）～平成29年1月4日（水）
まで休館となります。返却ポストもご利用できませ
んのでご注意ください。

　たくさん新刊が入っています。市ホームページ
（www.city.tome.miyagi.jp）をご覧ください。
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Monthly Hot Communication

Health

くん
（迫町光ヶ丘東）

くん
（迫町大網南）

くん
（迫町中江）

くん
（迫町八幡）

ちゃん
（迫町大網東）

くん
（迫町萩洗）

ちゃん
（迫町平柳）

くん
（迫町大網南）

ちゃん
（迫町小友）

くん
（迫町平柳）

くん
（迫町中江）

くん
（迫町大網西）

くん
（迫町駒木）

くん
（迫町萩洗）

くん
（迫町五日町）

ちゃん
（迫町菱の倉）

ちゃん
（迫町山の内）

ちゃん
（迫町鉄砲丁）

くん
（迫町菱の倉）

くん
（迫町萩洗）

くん
（登米町小島）

くん
（迫町倉崎）

くん
（登米町上館）

くん
（登米町中通）

くん
（東和町米川２区）

くん
（迫町菱の倉）

ちゃん
（迫町小友）

くん
（迫町八幡）

くん
（中田町加賀野二）

ちゃん
（中田町籠壇）

くん
（中田町町）

ちゃん
（中田町駒牽）

くん
（中田町下道）

ちゃん
（豊里町長根）

ちゃん
（米山町平埣）

ちゃん
（南方町柳沢）

ちゃん
（石越町駅前）

ちゃん
（南方町沼崎）

くん
（南方町畑岡）

ちゃん
（南方町大門）

ちゃん
（米山町野手谷地）

ちゃん
（米山町六軒屋敷）

ちゃん
（津山町西下在）

くん
（津山町横山8区）
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Young
Monthly Hot Communication

　168㌢でＢ型です。
　今年の４月から東北名鉄運輸で

働いています。配送業務の受け付けを担当
しています。電話応対が多い仕事と聞き、
接客が好きな私に向いていると思い選びま
した。昨年まで東京に住んでいて、バスガ
イドをしたこともありました。

　明るいです。お調子者かも
しれません（笑）

　ドライブ、映画鑑賞や運動です。
ドライブは、景色を見たり、友達と話した
りするのが楽しいですね。運動は中田ア
リーナのトレーニングルームで汗を流して
います。体を動かすと気持ちいいので、リ
フレッシュできます。

携帯電話のゲームアプリ「ポケ
モンＧＯ」をしています。レアポケモンの
ラプラスが欲しいですね。以前は長沼にも
出現していたと聞きましたが、今は出ない
そうなので、残念です。

笑顔が絶えない人がいい
ですね。

　習字をしたいです。
幼稚園から９年間習っていました。集中し
ているときは、他の事を考えないので、心
が落ち着きます。また、北海道の知床に行
きたいですね。世界遺産に登録されたきれ
いな自然を見たいです。

手軽にいろいろな
スポーツができる「スポッチャ」があるとい
いですね。市民皆さんの健康増進にもなる
と思います。
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Dream
Monthly Hot Communication

　ヒーローが大好き
で、いつも変身して
戦いごっこを楽しん
でいます。
　ニコニコ笑顔にパ
ワーをもらっていま
す。

　優しいくーちゃん。
一緒に笑ったり、泣
いたりしながら、
ゆっくり、しっかり
歩いていこうね。

Monthly Hot Communication

Child

2013年９月28日生まれ
迫町・新田駅前
真裕さんの長女

ちゃん（３）

　私の夢は、医療関係の仕事に就くことで
す。私がこの仕事に興味をもったのは、祖
父の死がきっかけでした。私がまだ幼い頃、
祖父が病気にかかり、若くして亡くなりま
した。それが今でも私の心の中に強く残っ
ています。あれから７年がたち、今の医療
技術で治せる病気だったのかもしれませ
ん。そう考えると、今この瞬間も病気で苦
しむ人たちを助けたいと思う気持ちでいっ
ぱいになります。
　今、私は 13 才です。この夢を叶えるた
めに、もっともっと勉強しなければいけな
いと思います。特に、これからグローバル
化が進むことを考えると、英語を中心に勉
強していきたいと思います。
　最後に、もう一つ必要なことがあります。
それは、人の気持ちを考えられる人間にな
ることです。難しいことかもしれないけど、
これからの学校生活で学んでいきたいと思
います。

2013年10月29日生まれ
迫町・坂戸
寿勝さんの長男

くん（３）
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Half Century
Monthly Hot Communication

溜
め
ず
に
言
い
合
う
こ
と
が
円
満
の
コ
ツ

互
い
に
登と

よ

米ま

出
身
で
、
仲

人
の
紹
介
で
結
婚
し
た
ん
で
す
。

初
め
て
会
っ
た
と
き
は
、
元
気
で

健
康
そ
う
な
ん
だ
な
と
思
っ
た
ね
。

お
見
合
い
で
出
会
っ

た
と
き
に
、
ま
じ
め
そ
う
な
ん
だ

な
と
思
っ
て
結
婚
し
た
の
。
だ
が

ら
今
ま
で
や
っ
て
こ
れ
だ
の
が
な
。

昔
の
交
通
手
段
と
い
え
ば
、

仙
北
鉄
道
や
バ
ス
が
主
流
だ
っ
た

け
ど
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
自
家
用

車
。
長
生
き
す
る
と
、
時
代
の
変

化
を
体
験
で
き
で
面
白
い
ね
。
宮

崎
県
で
開
催
さ
れ
た
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
に
、
代
理
で

出
場
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ね
。
解

ふ
る
さ
と
は
心
の
支
え

Monthly Hot Communication

One's Home

散
し
た
げ
ど
、
走
友
会
と
い
う
マ

ラ
ソ
ン
の
会
に
入
っ
て
た
の
よ
。

と
よ
ま
秋
ま
つ
り
の

山
車
で
使
う
人
形
の
衣
装
作
り
し

て
る
の
。
観
光
客
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
と
う
れ
し
い
ね
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
５
年
前

に
始
め
た
ん
だ
。
で
も
、
な
が
な

が
う
ま
ぐ
な
れ
ね
く
て（
笑
）。

人
と
話
す
の
が
好
き

だ
が
ら
、
お
茶
飲
み
だ
ね
。

胸
の
内
に
溜
め
な
い
で
、

互
い
に
言
い
合
え
る
こ
と
か
な
。

健
康
で
暮
ら
し
て
い
き

た
い
ね
。

　

こ
の
た
び
、
広
報
と
め
へ
の
寄

稿
依
頼
が
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
、

ふ
る
さ
と
で
の
良
き
思
い
出
を
語

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
野
球
が

好
き
で
、
今
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
野
球
と
の
出
会
い
は
、
戦
後
、

父
親
が
東
京
に
行
っ
た
と
き
、
野

球
の
グ
ロ
ー
ブ
と
ボ
ー
ル
を
持
っ

て
帰
っ
て
き
た
こ
と
で
し
た
。
グ

ロ
ー
ブ
と
ボ
ー
ル
は
、
新
宿
に
駐

留
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
軍
兵
士
か

ら
貰
っ
た
も
の
で
し
た
。
当
時
私

は
小
学
生
で
、
遊
び
道
具
は
何
も

な
い
時
代
で
し
た
。
野
球
道
具
を

見
る
の
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
。
グ

ロ
ー
ブ
の
使
い
方
や
ボ
ー
ル
の
投

げ
方
な
ど
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
友
達
と
わ
い
わ
い
騒
ぎ
な
が

ら
、
初
め
て
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
楽
し
ん
だ
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
野
球
に
興

味
を
持
ち
、
社
会
人
に
な
っ
て
も

続
け
ま
し
た
。
仕
事
で
山
梨
県
に

赴
任
し
た
と
き
は
、
社
会
人
野
球

部
に
お
世
話
に
な
り
、
東
京
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
る
お
な
じ
み
の
都

市
対
抗
野
球
大
会
な
ど
各
種
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
に
参
加

す
る
中
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
、

さ
く
ら
銀
行
な
ど
に
所
属
す
る
佐

沼
高
校
Ｏ
Ｂ
の
選
手
と
知
り
合
い
、

懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
を
語
り
合
い

ま
し
た
。

　

最
近
は
、
東
北
楽
天
イ
ー
グ
ル

ス
の
投
手
と
し
て
活
躍
し
た
山
村

宏ひ
ろ

樹き

さ
ん
か
ら
、
一
昨
年
夏
の
甲

子
園
予
選
宮
城
県
大
会
の
佐
沼
高

校
の
活
躍
ぶ
り
を
耳
に
し
、
感
動

し
ま
し
た
。
甲
子
園
に
出
場
で
き

る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
実
家
は
酪
農
家
で
、
昔
は

ベ
コ
ボ
イ
、
乳
搾
り
な
ど
い
ろ
い

ろ
手
伝
い
ま
し
た
。
現
在
仕
事
で
、

高
校
、
大
学（
主
に
農
学
部
）と
関

わ
る
こ
と
が
あ
り
、
当
時
の
経
験

や
思
い
出
が
話
題
づ
く
り
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
柄
、
行
政
や
農
協

関
係
者
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り

ま
す
。
登
米
市
は
農
業
政
策
で
斬

新
な
展
開
を
し
て
い
る
と
聞
き
、

ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
は
、

心
の
支
え
で
あ
り
、
生
活
に
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
。
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今
月
は
、
と
よ
ま
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー「
遠と

お

山や
ま

之の

里さ
と

」の
高
橋
八や

代よ

枝え

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

当
店
で
は
、
市
内
８
社
で
製
造

さ
れ
た
油
麩
を
取
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。
表
面
の
皮
が
軟
ら
か
い
も

の
、し
っ
か
り
し
た
食
感
の
も
の
、

小
麦
粉
に
米
粉
を
混
ぜ
て
い
る
も

の
な
ど
、
店
に
よ
っ
て
特
徴
が
違

い
ま
す
。
食
べ
比
べ
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　

登と

米よ
ま

名
物
の「
太
白
飴
」は
、
麦

芽
と
も
ち
米
を
原
料
に
し
て
お

り
、
砂
糖
を
一
切
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。麦
芽
に
含
ま
れ
る
成
分
が
、

も
ち
米
の
で
ん
ぷ
ん
を
糖
に
変

え
、
自
然
な
甘
み
が
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
登
米
町
の
老
舗
醤
油
屋

海
老
喜
商
店
の
醤
油
を
入
れ
て
焼

き
上
げ
た「
醤
油
ま
こ
ろ
ん
」や
、

仙
台
味
噌
で
味
付
け
し
た
仙
台
麩

の
か
り
ん
と
う
も
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

農
産
物
で
は
、
登
米
伊
達
家
第

16
代
当
主
が
生
産
す
る「
伊
達
家

の
は
ち
み
つ
」が
人
気
で
す
。
自

然
豊
か
な
環
境
で
生
産
さ
れ
た
天

然
蜂
蜜
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

と
よ
ま
観
光
物

産
セ
ン
タ
ー「
遠
山
之
里
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

●
１
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、11
月
30
日（
水
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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▶

☎

▶

▶

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊎ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊍ ☎

㊎ ☎

㊏
☎

☎
☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受
診ください。

㊊ ☎

㊌ ☎

㊍ ☎

㊋ ☎

　　

石
巻
市
の
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
が
、
12

月
１
日
か
ら
石
巻
赤
十
字
病
院
の
敷
地
内

に
移
転
し
ま
す
。

　

石
巻
・
登
米
・
気
仙
沼
医
療
圏
で
唯
一

の
夜
間
一
次
救
急
の
施
設
と
し
て
、
夜
間

お
よ
び
休
日
の
急
病
等
の
患
者
に
対
し
て

応
急
的
に
診
療
し
ま
す
。

石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
２
５（
９
４
）５
１
１
１
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Good health is a great blessing

12
月
２
日（
金
）、12
月
６
日（
火
）、

12
月
９
日
（
金
）、12
月
13
日
（
火
）、12
月

16
日
（
金
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
中
会
議

室

市
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

市
手
話
通
訳
相

談
員
・
ゲ
ス
ト
講
師
（
聴

覚
障
害
者
）

聴
覚
障
が
い
者
や
手
話
に

つ
い
て
の
理
解
、あ
い
さ
つ
、自
己
紹
介
、

簡
単
な
会
話

20
人
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
、受
け
付
け
を
終
了
し

ま
す
。）

無
料電

話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
。フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
記
入
の
上
、手
話
講
座
受
講
希
望

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
30
日
（
水
）福

祉
事
務

所
生
活
福
祉
課
（
障
害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

12
月
27
日
（
火
）
午
前
９
時
30

分
〜

午
前
11
時
〜

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米

地
域
事
務
所

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ

い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
害
福
祉

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　   

11
月
30
日
ま
で
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱

用
防
止
運
動
期
間
で
す
。

　

近
年
、
全
国
で
覚
せ
い
剤
や
危
険
ド
ラ

ッ
グ
な
ど
の
違
法
薬
物
の
使
用
者
に
よ
る

交
通
事
故
や
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
県
内
の
違
法
薬
物
の
検
挙
数
は
、

過
去
５
年
で
最
多
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

違
法
薬
物
に
は
、
た

っ
た
一
度
の
使
用
で
止

め
ら
れ
な
く
な
る
も
の

や
脳
の
細
胞
を
破
壊
す

る
も
の
も
あ
り
、
時
に
は
死
に
至
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
は
、
そ
の
家
族
や
友
人
も
不

幸
に
し
ま
す
。
家
庭
や
地
域
で
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」
を
合
言
葉
に
、、
薬
物
乱
用

を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

登
米
地
区
薬
物
乱
用
防

止
指
導
員
協
議
会
（
事
務
局
宮
城
県
登
米

保
健
所
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

■
　

市
が
開
設
し
て
い
る
「
く
ら
し
・
し
ご

と
相
談
セ
ン
タ
ー　

と
も
ま
ち
登
米
」
は

支
援
員
を
増
員
し
、
就
労
に
向
け
た
支
援

体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
に
出
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
」

「
他
人
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
き
な
い
」と
い
っ
た
理
由
で
す
ぐ
に
職

に
就
く
こ
と
が
難
し
い
人
や
、就
職
し
て

も
長
続
き
し
な
い
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
人
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
支
援

を
し
ま
す
。就
職
に
必
要
な
基
礎
能
力
づ

く
り
や
就
労
体
験
な
ど
を
、計
画
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
悩
み
一
緒
に
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

■
　

暮
ら
し
、
仕
事
、
健
康
や
家
族
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
お
持
ち
の
人
か
ら
相

談
を
受
け
、
問
題
を
整
理
し
、
解
決
方
法

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
張
相
談
会
は
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。

く
ら
し・し
ご
と

相
談
セ
ン
タ
ー
と
も
ま
ち
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
３

０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
４

※
窓
口
開
設
時
間
＝
月
〜
金
／
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
り
な
く
、
お
子

さ
ま
か
ら
高
齢
者
ま
で
ど
な
た
で
も
楽
し

め
る
デ
ィ
ス
コ
パ
ー
テ
ィ
。

　

カ
ッ
プ
ル
で
ご
家
族
連
れ
で
ミ
ラ
ー

ボ
ー
ル
の
下
、
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ド
リ
ン
ク
と
お
か
し
コ
ー
ナ
ー（
無
料
）

も
あ
り
ま
す
。

12
月
23
日
（
祝
・
金
）午
後
１
時

〜
午
後
３
時
30
分　

中
津
山
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

無
料

宮
城
県
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
９
１
）１
５
８
５
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☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

市

民
生
活
部
環
境
課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp　　　

迫
公
民
館
で
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室
を
開
催
、
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。平

成
29
年
１
月
15
日（
日
）

　

市
は
、
平
成
29
年
度
の
非
常
勤

職
員
、
臨
時
職
員
、
パ
ー
ト
職
員

の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
過
去
の
登
録
者
も
再
度
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

保
育
士
、
児
童
館
・
子

育
て
支
援
指
導
員
、幼
稚
園
講
師
、

教
員
補
助
員
、
看
護
師
、
准
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
看
護
助
手
、

運
転
業
務
員
、
事
務
補
助
員
な
ど

登
録
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
部
人

事
課
ま
で
持
参
、
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
電

子
申
請
）で
も
登
録
で
き
ま
す
。

※
保
育
士
や
看
護
師
な
ど
、
資
格

を
要
す
る
職
種
を
登
録
す
る
場
合

は
、
そ
の
資
格
証
の
写
し
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い

総
務

部
人
事
課
、
医
療
局
総
務
課
、各

総
合
支
所
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ

り
ま
す（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

平
成
29
年
４
月
か

ら
任
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
12

月
１
日（
木
）か
ら
12
月
28
日（
水
）

ま
で
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い（
郵

送
の
場
合
は
必
着
）

任
用
者
は
、
登
録

さ
れ
た
人
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ

て
選
考
し
決
定
し
ま
す

総

務
部
人
事
課
（
職
員
厚
生
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
登
米
市
迫

町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

市
民
お
よ
び
そ
の
愛
犬

（
体
格
は
中
型
ま
で
）

実
技
指
導
や
し
つ
け
方

の
個
別
相
談
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す

警
察
犬
松
本
訓
練
所
公

認
訓
練
士　

松
本 

章あ
き
ら

氏

各
地
区
７
組（
聴
講
は
20

人
ま
で
）

電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル（
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

受
講
希
望
地
区
、
愛
犬
の
名
前
を

記
入
の
上
、「
し
つ
け
方
教
室
受

講
希
望
」
と
明
記
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）。

各
開
催
日
の

３
日
前
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
と
な
り
ま
す
）

午
前
７
時
〜
午
後
５
時

岩
手
県
夏
油
高
原
ス
キ
ー

場

❶
初
級
者（
初
心
者
）コ
ー

ス
❷
中
級
者
コ
ー
ス
❸
上
級
者

コ
ー
ス
▼
参
加
者
の
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
楽

し
く
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す

20
〜
40
歳
の
男
女

限
定
40
人

３
千
円（
リ
フ
ト
５
時

間
券
代
）

※
昼
食
、
レ
ン
タ
ル
な
ど
は
自
己

負
担
。
個
人
で
行
く
よ
り
お
得
で

す

平
成
28
年
12
月
5

日
（
月
）〜
平
成
29
年
１
月
6
日

（
金
）

迫
公
民
館　

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

　

市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供

災害時安定供給施設
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☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

や
各
種
相
談
、
多
様
な
主
体
と
協

働
し
た
仕
組
み
づ
く
り
や
人
材
育

成
な
ど
を
実
施
す
る
「
と
め
市
民

活
動
プ
ラ
ザ
」
の
運
営
業
務
受
託

者
を
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

市
民
活
動
に
関

す
る
情
報
の
収
集
、
提
供
及
び
発

信
業
務

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団

体
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
な
ど

へ
の
支
援
業
務

人
づ
く
り
・
人

材
育
成
支
援
業
務
➍
施
設
の
運
営

に
関
す
る
業
務

平
成
29
年
4

月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日

市
内
に
本
社
ま
た

は
事
業
所
を
置
き
、
委
託
業
務
を

効
果
的
に
実
施
で
き
る
民
間
企
業

お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

提
出
さ
れ
た
企
画

提
案
書
に
よ
り
、
審
査
委
員
会
で

受
託
事
業
者
を
決
定
し
ま
す
。

12
月
15

日（
木
）
午
後
５
時
ま
で

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
経

費
な
ど
は
、応
募
者
の
負
担
で
す
。

※
業
務
に
関
す
る
仕
様
書
、
応
募

要
件
、
企
画
提
案
書
な
ど
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

い
た
だ
く
か
、
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

企
画
部
市
民
協

働
課
（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

糸shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp　

　
　
　

　

平
成
29
年
2
月
18
日（
土
）

❶

▶

▶

▶

▶

❷

▶ 午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

エ
ポ
カ
21（
栗
原
市
志
波

姫
新
熊
谷
２
７
９
ー
２
）

20
代
、
30
代
の
独

身
男
女
各
30
人

登
米
市
、

栗
原
市
、
一
関
市
、
平
泉
町
に
在

住
し
て
い
る
人 

※
女
性
は
居
住
地
を
問
い
ま
せ
ん

男
性
５
千
円
、
女
性

３
千
円

①
男
性
＝
平
成
29

年
１
月
12
日
（
木
）
ま
で

②
女
性
＝
平
成
29
年
１
月
31
日

（
火
）ま
で

イ

ベ
ン
ト
事
務
局
（
マ
リ
ッ
ジ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
㈱
内
）

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
７
８
８

（
火
曜
定
休
）

０
２
２（
２
６
６
）９
５
８
８

◉
無
料
相
談
室12

月
25
日（
日
）午
前

10
時
〜
正
午
／
米
山
公
民
館
／
５

日
前
ま
で

◉
パ
ソ
コ
ン
教
室
❶
ワ
ー
ド
＝
年

賀
状
の
作
成

12
月
13
日

（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
、
12
月
16

日（
金
） 

午
後
７
時
〜
９
時
❷
エ

ク
セ
ル
＝
初
級
コ
ー
ス

12
月
20
日（
火
） 

午
前
10
時
〜
正

午
、
12
月
23
日（
金
） 

午
後
７
時

〜
９
時

受
講
日
前
日
ま
で

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
千
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ソ

コ
ン
・
ネ
ッ
ト
・
み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２
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老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上

で「
雑
所
得
」と
し
て
課
税
対
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
未
満
で
そ
の
年
の
受
給

額
が
１
０
８
万
円
以
上
、
65
歳

以
上
で
１
５
８
万
円
以
上
の
人

は
、
原
則
と
し
て
所
得
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
金
額
よ

り
少
な
い
場
合
は
所
得
税
の
源

泉
徴
収
は
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
他

の
公
的
年
金
や
年
金
以
外
の
所

得
が
あ
る
場
合
は
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
に
は
、
１
月
中
に
前
年
分
の

「
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
確
定
申
告
な
ど
の
際
に

添
付
書
類
と
し
て
必
要
と
な
る

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
は
課
税
の
対
象
と
な
ら
な
い

た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
。
万
が
一
、
源
泉
徴

収
票
を
紛
失
し
た
場
合
や
届
か

な
い
場
合
に
は
、
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
で
再
交
付
の
受
け
付
け

を
し
て
い
ま
す
。

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。市

民
生
活
部

国
保
年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　　　　　　

月
間
予
定
表
と
日
記
、

最
新
の
統
計
資
料
、
仕
事
・
生
活

に
役
立
つ
資
料
、
わ
た
し
た
ち
の

ふ
る
さ
と
の
資
料

】
５
０
０
円（
税
込
）

　

市
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）か
ら
送
ら
れ

て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
確
実
に
皆

さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

11
月
29
日
（
火
）
午
前

11
時
こ
ろ

※
登
米
市
以
外
の
地
域
で
も
、
全

国
的
に
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

総
務
部
防
災
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

■

　

冬
は
家
庭
で
油
類
を
取
り
扱
う

機
会
が
増
え
ま
す
。
近
年
、
家
庭

の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
農
作
業
時
の

農
業
機
械
な
ど
か
ら
、
油
類
が
漏

れ
、
河
川
に
流
れ
出
す
事
故
が
発

各
総
合
支
所
市
民

課
で
販
売
。
取
扱
時
間
は
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

12
月
28
日（
水
）

ま
で

企
画
部
企
画
政

策
課（
企
画
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課（
地

域
係
）
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

示
板
に
公
示
し
て
い
ま
す
。

※
公
売
公
告
に
は
公
売
財
産（
物

件
）、
見
積
価
額
、
入
札
参
加
に

伴
う
公
売
保
証
金
、
買
受
人
に
つ

い
て
の
資
格
、
要
件
、
そ
の
他
公

売
条
件
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま

す
。

㊍

㊌

◉吉原かおり

☎

㊏
◉トルティージャ　
　ギター教室発表会

☎

㊐
◉

☎

㊏
◉松本　螢１st 凱旋ライブ

☎

㊐

◉宮城県知事賞争奪戦

☎

㊎

◉渡辺祥子朗読会
　朗読と音楽で
　心を癒やすひとときを

☎

り
ま
す
。
12
月
12
日
（
月
）
ま
で

に
公
売
財
産
の
登
記
事
項
証
明

書
、
公
売
広
告
の
写
し
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
登
米
市
農
業
委
員
会

（
中
田
庁
舎
１
階
）へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

公
売
日
当
日
、

受
け
付
け
で
入
札
参
加
申
込
票
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
書

類
を
提
出
後
、
公
売
保
証
金（
見

積
価
額
の
１
割
以
上
）を
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

❶
個
人
＝
本
人
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
身
分
証

（
運
転
免
許
証
の
写
し
な
ど
）１

通
、
ま
た
は
住
民
票
抄
本
１
通
❷

公
売
公
告
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
落
札
価
額
に
不
動
産
登
録
免
許

税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

物
件
番
号

２
に
入
札
す
る
人
は
、
公
売
財
産

が
農
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
買
受

適
格
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な

　　

市
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
、
市

が
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
の
公
売

を
実
施
し
ま
す
。

平
成
29
年
１
月
17
日

（
火
）午
前
10
時
〜
10
時
30
分（
受

付
時
間
）

期
日
入
札

市
役
所
迫
庁
舎（
１

階
会
議
室
）

各
総
合
支
所
の
掲

法
人
＝
法
人
登
記
事
項
証
明
書
、

収
入
印
紙
２
０
０
円
❸
買
受
適
格

証
明
書
❹
印
鑑（
認
印
で
も
可
）

※
各
証
明
書
は
発
行
後
３
カ
月
以

内
の
も
の

総
務
部
収
納
対

策
課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

生
し
て
い
ま
す
。

　

流
れ
た
油
類
は
、
河
川
の
水
環

境
を
汚
染
す
る
ほ
か
、
火
災
の
原

因
と
な
り
、
貴
重
な
生
命
や
財
産

が
失
わ
れ
る
危
険
性
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
油
類
の
回
収
や
処
理
経

費
は
、
流
出
者
の
負
担
に
な
る
の

で
、
油
類
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
、
油

類
が
流
れ
出
し
た
場
合
は
、
速
や

か
に
市
役
所
、
ま
た
は
消
防
署
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
環

境
課
（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０
（
５
８
）
５
５
５
３

　

下田中53番地8
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学
業
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
、

子
ど
も
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
市

教
育
研
究
所
で
は
、
経
験
豊
か
な

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
教
育

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
専
用
電
話
も
用
意

し
て
い
ま
す
。市

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

２
階
教
育
相
談
室

※
来
所
の
際
は
、
直
接
２
階
相
談

室
前
で
お
待
ち
く
だ
さ
い

面
接
相
談
、電
話
相

談
と
も
要
電
話
予
約

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

12
月
８
日（
木
）午
後
１
時
30
分

〜
４
時
／
南
方
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
／
迫
・
豊
里
・
米
山
・
南

方
12
月
９
日（
金
）午
後
１
時
30
分

〜
４
時
／
中
田
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
／
登
米
・
東
和
・
中
田
・

石
越
・
津
山

※
会
場
ご
と
に
対
象
地
区
を
割
り

当
て
て
い
ま
す
が
、別
会
場
で
受

講
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

市
は
、弁
護
士
、司
法
書
士
と
協

力
し
、債
務
の
返
済
な
ど
に
つ
い

て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談

日
は
月
２
回
で
す
。秘
密
は
厳
守

で
す
。前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」　

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

12
月
４
〜
10
日
は「
人
権
週
間
」

で
す
。期
間
中
に
は
「
特
設
人
権

相
談
所
」を
開
設
し
、人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◉

12
月
6
日
（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、南
方
公
民
館
、登
米
公
民
館

12
月
22
日
（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３

時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

差
別
を
受
け
た
、い
じ

め
・
体
罰
を
受
け
た
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◉

11
月
18
日
（
金
）〜
12
月

２
日
（
金
）

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
店
東

入
口
側
通
路
付
近仙

台
法
務
局
登
米

支
局

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０　

繁
殖
・
肥
育
・
酪
農
を
経

営
し
て
い
る
畜
産
農
家

※
青
色
申
告
、ま
た
は
平
成
28
年

分
の
申
告
か
ら
青
色
申
告
に
変
更

す
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
廃
業
し
た
人
で
も
、平

成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
畜
産
を

営
ん
で
い
た
場
合
は
、申
告
が
必

要
に
な
り
ま
す
。総

務
部
税
務
課

（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

㊊、 ㊊、 ㊋

㊊ ㊊ ㊊

㊊ ㊊ ㊊

㊊ ㊊

　

１
人
で
も
労
働
者
（
ア
ル
バ
イ

ト
含
む
）を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

は
、労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
（
農
林
水
産
の
一
部
の
事
業
は

除
き
ま
す
）。

　

労
働
保
険
へ
の
加
入
が
未
手
続

き
の
場
合
は
、速
や
か
に
、最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

瀬
峰
労
働
基
準
監

督
署

☎
０
２
２
８
（
３
８
）３
１
３
１          

迫
公
共
職
業
安
定
所  

☎
０
２
２
０
（
２
２
）８
６
０
９

さ
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

12
月
2
日
（
金
）、12
月
16

日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時
15

分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

佐
竹
孝た

か

行ゆ
き

（
司
法
書
士
）、

16
日
＝
菅
野
高た

か

雄お

（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
制
度
に
加
入

し
て
い
て
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま

す
。
自
身
が
、
制
度
に
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て

も
お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん

が
、
各
種
手
続
き（
共
済
手
帳
の

紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
最
寄
り

の
支
部
、
ま
た
は
本
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。独

立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構（
林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
）

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

０
３（
６
７
３
１
）２
８
９
０

　

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。相
談
は
完
全
電
話
予
約
制

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４
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（平成28年10月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,579 10,187 10,854 21,041 （▲17）

登米 1,805 2,364 2,581 4,945   （▲14）

東和 2,413 3,269 3,398 6,667  （2）

中田 5,026 7,744 8,171 15,915 （▲19）

豊里 2,141 3,349 3,386 6,735 （▲3）

米山 2,829 4,601 4,847 9,448 （▲19）

石越 1,595 2,503 2,583  5,086 （▲10）

南方 2,657 4,289 4,520 8,809 （1）

津山 1,194 1,676 1,827 3,503 （▲2）

合計 27,239 39,982 42,167 82,149 （▲81）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○県内では、交通死亡事故が多発傾向にあり、登米市でも
10月21日に交通死亡事故が発生しました。
　交通事故の防止は、市民一人一人が全力を挙げて取り組
まなければならない重大な課題です。
　大切な人を失わないためにも、ともに交通死亡事故ゼロ
を目指しましょう。

（平成28年10月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H28 H27 増減数

人身事故
発生件数 223件 219件 4件

死者数 1人 2人 ▲1人

負傷者数 281人 290人 ▲9人

物損事故
発生件数 1,301件 1,321件 ▲20件

※平成28年１月からの延べ件数

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.05 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.06 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.06 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.05 晴れ
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無
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介
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
々
が
楽

し
め
る
企
画
展
で
す
。

11
月
26
日
（
土
）〜

平
成
29
年
２
月
５
日
（
日
）※
休

館
日
＝
毎
週
月
曜
日（
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
、翌
平
日
）と
、12

月
14
日（
水
）〜
平
成
29
年
１
月
３

日（
火
）市

歴
史
博
物
館

無
料

◉

平
成
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年
１
月
７
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土
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午
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３
時
〜
３
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分

参
加
費
無
料

◉

平
成
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年
１
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７
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土
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午
後
１
時
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分
〜
３
時

無
料

　　　　

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
代

表
的
な
お
も
ち
ゃ
の
展
示
、体
験

コ
ー
ナ
ー
と
と
も
に
、昔
と
今
で

は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
を
取
り
巻

く
環
境
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

12
月
17
日
（
土
）、12
月
18

日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午（
ど
ち

ら
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希
望
の
１
日
）

紙
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を
使
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、ク
リ
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マ
ス
リ
ー
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作
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ま
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小
学
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親
子
で
参
加
も

受
け
付
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保
護
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「
こ
れ
ま
で
、部
活
動
で
も
大
き
な
大
会

で
上
位
入
賞
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。東
北
大
会
と
い
う
大
舞
台
で
、
自

分
が
２
位
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」と
喜

ぶ
佐
々
木
君
。

　

東
北
６
県
の
農
業
系
高
校
の
生
徒
が
学

習
の
成
果
を
発
表
す
る
日
本
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
東
北
連
盟
大
会
は
８
月
25
、26
の
両

日
、岩
手
県
花
巻
市
を
主
会
場
に
開
か
れ
、

家
畜
審
査
競
技
会
肉
用
牛
の
部
で
第
２
位

に
当
た
る
優
秀
賞
１
席
に
入
賞
し
た
。

　

審
査
競
技
会
は
、肉
用
牛（
※
黒
毛
和

種
）審
査
技
術
の
高
さ
を
競
う
も
の
で
、体

型
審
査
結
果
を
点
数
化
し
、合
計
得
点
の

高
さ
で
競
わ
れ
る
。
審
査
す
る
の
は
「
種

牛（
経
産
牛
）」と「
幼
畜（
雌
仔
牛
：
生
後
10

カ
月
以
内
）」の
２
種
類
。そ
れ
ぞ
れ
４
頭

ず
つ
を
、種
牛
20
分
、幼
畜
10
分
の
制
限
時

間
内
で
審
査
す
る
。審
査
す
る
項
目
は
、種

牛
が
全
体
体
型
と
部
位
３
カ
所
、
幼
畜
は

全
体
体
型
と
な
る
。

「
東
北
大
会
に
な
れ
ば
、自
分
よ
り
実

力
の
あ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
は

ず
」。大
会
で
は
、落
ち
着
い
て
自
分
の
審

査
を
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
。

　

競
技
は
種
牛
の
審
査
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
審
査
項
目
が
多
い
分
、幼
畜
よ
り
種
牛
に

苦
手
意
識
が
あ
り
ま
し
た
」と
話
す
が
、程

よ
い
緊
張
感
の
中
、初
の
大
舞
台
に
も
臆

す
る
こ
と
な
く
、自
身
の
ペ
ー
ス
で
審
査

し
た
。部
位
の
審
査
で
多
少
迷
っ
た
が
、無

事
に
競
技
を
終
え
た
。

　

一
つ
目
で
流
れ
を
つ
か
み
、幼
畜
は
納

得
の
い
く
審
査
が
で
き
た
。競
技
終
了
後

「
奨
励
賞（
６
位
以
内
）は
行
け
る
」と
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
た
。

運
命
の
結
果
発
表
。
審
査
委
員
長
か

ら
評
価
が
高
い
牛
を
順
番
に
紹
介

さ
れ
る
。
こ
こ
で
自
分
の
審
査
の
間
違
い

に
気
付
い
た
。
入
賞
は
６
位
か
ら
発
表
さ

れ
る
。
３
位
ま
で
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ

な
か
っ
た
。「
や
っ
ぱ
り
東
北
大
会
は
甘

く
な
い
な
。
入
賞
は
無
理
だ
っ
た
か
」
と

諦
め
た
瞬
間
、
自
分
の
名
前
が
読
み
上
げ

ら
れ
た
。

　
「
え
っ
」。

　

一
瞬
驚
い
た
後
、
佐
々
木
君
は
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
た
。

　

登
米
総
合
産
業
高
農
場
部
長
の
髙
橋
建け

ん

一い
ち

先
生
は
「
本
人
は
予
想
外
の
好
結
果
だ

と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、見
極
め
の

地
力
が
あ
る
生
徒
。何
よ
り
、入
学
当
時
か

ら
勉
強
や
実
習
に
熱
心
で
し
た
。ま
た
、何

に
で
も
真
摯
に
取
り
組
み
、こ
つ
こ
つ
と

努
力
し
て
い
ま
し
た
。登
米
市
は
東
北
随

一
の
和
牛
王
国
。登
米
の
風
土
に
育
ま
れ

た
こ
と
も
大
き
い
。こ
の
結
果
は
当
然
」

と
言
い
切
る
。

　

佐
々
木
君
は「
牛
の
審
査
や
世
話
を
、ゼ

ロ
か
ら
教
え
て
く
れ
た
市
内
の
畜
産
農
家

の
皆
さ
ん
、先
生
方
や
共
に
頑
張
る
仲
間

が
い
た
か
ら
入
賞
で
き
ま
し
た
」と
感
謝

の
気
持
ち
を
口
に
す
る
。

幼
い
頃
か
ら
、
両
親
や
祖
父
母
を
手

伝
い
、
牛
の
世
話
を
し
て
い
た
。「
世

話
は
苦
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。牛
は
毎

日
餌
を
与
え
た
り
、ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し

た
り
し
て
い
る
と
な
つ
い
く
れ
ま
す
。な

つ
か
れ
る
と
よ
り
か
わ
い
く
な
る
ん
で
す

よ
ね
」と
に
っ
こ
り
。

　

将
来
、
自
分
が
進
む
道
は
農
業
だ
と
決

意
し
た
の
は
中
学
時
代
。進
学
先
は
登
米

総
合
産
業
高
農
業
科
と
決
め
て
い
た
。

　

高
校
入
学
直
後
か
ら
、放
課
後
は
ほ
ぼ

毎
日
牛
舎
に
通
い
、給
餌
、引
き
回
し
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
や
洗
浄
な
ど
を
積
極
的
に
こ

な
し
て
い
る
。「
仕
事
が
て
い
ね
い
な
の

で
、安
心
し
て
任
せ
ら
れ
ま
す
」と
髙
橋
先

生
は
目
を
細
め
る
。

　

牛
の
世
話
だ
け
で
は
な
く
、勉
強
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
農
業
経

営
は
、思
っ
て
い
た
よ
り
覚
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

し
っ
か
り
勉
強
し
な
い
と
付
い
て
い
け
な

く
な
る
の
で
」
と
笑
う
。

卒
業
後
の
進
路
は
、即
就
農
で
は
な

く
、
企
業
な
ど
へ
の
就
職
を
考
え

て
い
る
。「
い
ち
早
く
畜
産
を
し
た
い
の

で
す
が
、や
る
か
ら
に
は
専
業
で
と
考
え

て
い
ま
す
。専
業
農
家
に
な
る
に
は
、施
設

な
ど
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

お
金
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
も
、就
職
し

て
資
金
を
貯
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
先
を
見
据
え
る
。

　
「
農
業
経
営
の
前
に
、別
な
世
界
で
勉
強

し
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。一
人
前
の

社
会
人
と
な
る
た
め
、礼
儀
、人
付
き
合
い

や
経
営
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
吸
収

し
、人
と
し
て
成
長
し
た
い
で
す
ね
」

　
「
牛
の
歩
み
も
千
里
」
―
。

　

こ
つ
こ
つ
努
力
し
続
け
れ
ば
、
や
が
て

大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
る
。
佐
々
木
君
の

歩
み
の
先
に
は
、
畜
産
農
家
へ
の
道
が

待
っ
て
い
る
。

※黒毛和種：肉牛としては最も多く飼育されてい
る品種。毛色は褐色がかった黒色で、肉質と脂肪
交雑は世界最高。外国からも注目されている。
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（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

　「小さい頃から、山菜やキノコを採ったり、沢
で遊んだりしていた。お世話になった古里の自然
に恩返しがしたいと考え、自然に携われる仕事を
選んだ」と話す遠藤さん。
　高校卒業後、米川生産森林組合に就職。組合が
所有する928㌶（東京ドーム約198個分）の広大
な森林を計画的に伐採・植林しているほか、シイ
タケやマイタケなどの特用林産物の生産にも携わ
り、町の特産品に押し上げた。キノコ狩りや植林
体験など、一般の人が森林と触れ合えるイベント
も開催している。
　これらの活動が評価され、９月に秋田県で開催
された東北・北海道地区緑化推進協議会で緑化功
労者として表彰された。

　「近年、子どもたちの遊び場は屋外から屋内に
変化し、自然への関心が薄れてきている。森は酸
素をつくったり、水を貯留したり、生活と密接に
関わっていることを学んでほしい」と、環境教育
の重要性を説いて小学校に掛け合った。今では年
10日間程度、自身が講師となり授業をし、子ど
もたちに自然の大切さを教えている。
　「森づくりは人づくり。木は、植林してから伐
採まで約 80年かかる。森づくりは、一代で完結
する仕事ではないので、次世代の担い手をつくる
ことが大切。人が育てば、森も育つ。私たちの生
活に欠かせない森のファンを増やしたい」と笑顔
で話す。
　遠藤さんの森づくりは、これからも続く。

▼
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
、
佐
々
木
瑞

生
君
の
取
材
を
担
当
。
お
世
話

に
な
っ
た
地
域
の
人
た
ち
、
先

生
や
仲
間
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
話
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
あ

ら
た
め
て
気
付
い
た
。
み
ん
な

誰
か
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
。
家
族
、
職
場
の
人
た
ち
、

仲
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
。
い
つ

も
本
当
に
あ
り
が
と
う
。（
及

川
）

▼
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
取

材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日

は
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
登
米
市
の

企
業
の
仕
事
な
ど
に
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
興
味
を
持
ち
、
見

た
り
、
触
れ
た
り
し
て
体
験
を

楽
し
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

（
千
葉
）

▼
10
月
16
日
、
佐
沼
秋
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
取
材
に
行

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
薄
着
で

も
暑
い
く
ら
い
の
天
気
に
恵
ま

れ
、
こ
れ
ま
で
最
多
の
人
た
ち

が
訪
れ
ま
し
た
。
フ
リ
マ
ー
で

は
、
洋
服
、
生
活
雑
貨
や
お
も

ち
ゃ
な
ど
が
販
売
。
集
客
力
の

秘
訣
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る
と
こ
ろ
に
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。（
田
代
）

Profi le
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